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コインシステムによる洗濯の共同化について Ｂ3９
ないようである．
今回の調査では除いたが，
外国人の利用者が，かなりい
る．２０代～50代の年令層で，
男女共多い１０人程が腰かけ
て，時間待ちしている中で，
約半数は，外国人で占められ，
他人同志と思われるのに，互
いに言葉をかけている．黙っ
家族と別居
家族と同居
ｓｆ這ＩⅡ小朋
図２当洗たく所の利用経験年数
…‘・鍬てすわっている日本人に比べ５.ｅ ２４．ｓ
て，対照的であった．
(3)利用実態
(ｲ）利用経験年数
家族と別居している者は，全
体的に経験年数か浅い．当洗濯
所開設当初からの利用者が，４
％弱いるが，半数以上は，１年
未満であり，平均して，２年
家族と別居
家族と同居
図３利用頻度
各衣類を持ちこんだ者 ４ケ月である．（図２）
(ﾛ）利用頻度
週に２～３回という常連者は，約14％であり，
半数は，月に２～３回である．（図３）
('１洗濯物の内容と重さ
全体的に，肌着，ふだん着，くつ下類，ハン
カチ，タオル類など，日常の衣類が多い家族
と同居している場合，布団類，寝巻類が，比較
的多い．（図４）
その重さは，半数近くが，３～６ｋｇであり，
家族と同居している場合では，６ｋｇ以上が，
1/3も占めている．（図５）
Ｈコインシステムのよい点
全体的に，「仕上がりが早い」を2/3以上があ
げている．次に，家族同居の場合で，「経済的」
が，家族別居の場合で，「気分的に楽」が続い
ている．家族同居の場合，「衛生的,清潔」が，
30％近く占めている点，注目出来る．その他と
して，「家庭用洗濯機に入らないような大きな
物の洗濯に便利」，「クリーニング屋に出しにく
い物（ex，布の靴など）まで洗える｣，「家に物
干場がないので助かる｣，「雨の日に好都合」な
どがあがっている．（図６）
㈱コインシステムの不都合な点
家族の同居と別居とでは，傾向が少し違う．前
者では，「当洗濯所まで遠い」が最も多く，次
に「汚れが残ることがある｣，「洗濯物の運搬
がこたえる」が続いている．しかし，後者は，
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図１０プレスが必要な場合
Ｂ4１コインシステムによる洗濯の共同化について
てきて，２人で手際よく設備のセットをし，待ち時間
は，隣のスーパーマーケットで買物をし，洗濯が仕上
がれば，２人で，それぞれ荷物を分担して持って帰る
－というよくある光景からも》洗濯を，従来の負
担の重い家事労働としてではなく，ショッピングを楽
しむのと同様のとらえ方すら感じられる．「肌着は主
にどこで洗濯するか」の問に対し，全体的に70％以上
か，「当洗濯所で」とこたえており,若い層にその傾向
か強い
4）共働き家庭にとっての利便性
洗濯労働にともなう時間的拘束性は，共働き家庭に
とっては問題である．しかし，「仕上がりか早い｣とい
う長所をもつ，セルフサービスのコインシステムは，
そのやり方いかんで，共働き層にも受け入れられやす
いのではないだろうか．､今回の調査では，主婦利用者
のうち，約73％（16/22）が，有職者であった．
5）今後の希望
「当システムが，増えていくことについて，どう思
うか」に，家族と同居の場合で，100％,別居で，９６．７
％が「のぞましい」とこたえている．
現状では，利用上の問題は多々にあるが，当システ
ムを定着させていくことを前提にした上で，その解決
をはかることが，重要だといえよう．
③家庭用洗濯機の普及
脱水能力も高まり肥家庭での洗濯もより便利となっ
た．
④設備メーカーの採算上
輸入品なので，設備そのものが高価につく．その上，
利用状況が，アンバランスで，設備が遊ぶことがあり，
不経済である．欧米では，安価で設置できる上，肌着
などを出すのも抵抗が少ないから，設備の効率もよく，
営利上，不安定ではない．
以上①～④があげられる．結局，巧妙な宣伝にのっ
て，興味半分もあって，利用者が増加したが,｢肌着は
出しにくい」などの日本人特有の潔癖性，共同利用に
対する公徳心の欠如，など，利用者自身に起因するこ
とに加えて，同業者の進出，家庭用洗濯機メーカーに
よる攻勢など，周囲の情勢が加わり，利用者層が定着
しなかったといえる．
Ⅳ考察
以上，セルフサービスのコインシステムによる洗濯
の共同化を，現在，行なっている所）すでに廃止され
たところの両者の結果から，次のように考察出来る．
１)設備の効率的な運転
Ｃマンションの居住者の中には，『この洗濯所があ
ったから』とか，『うちの中に，洗濯機も干し場もな
いのはすばらしい』という理由で，住む決心をした者
もいるといわれる7)．それにもかかわらず，居住者専
用でないために，利用しにくい面が出てきている．し
かし，管理する側からみると，限られた利用者屑では，
設備の効率的な運転が不可能で，維持に伴なう経費や
減価償却費すら困難になりかねない本来の利用者の
便を優先させた上で共同化を実施していくためには，
管理そのものについて，再検討する必要があろう．
２)立地条件
外部の利用者も含めた利用状況は，かなりよいこ
れは，国電の駅から近いため，途中下車したり，他の
用事のついでに立ち寄ったり，という融通がつきやす
いこと，および駐車場もあって，大'1ｔの洗濯物を運搬
する車所有者にとっては，とくに便利であることなど
も，原因していると思われる．このような立地状況は，
利用を高め，かつ継続させていく上での条件の一つと
Ｖ結語
洗濯の共同化を実施している所，廃止した所，それ
ぞれの事例研究より，次のことを得た．
(1)洗濯の共同化が継続する上で，立地条件は重要で
ある．その際，利用者が，「待たされるにとがないよ
う，管理が，十分行われなければならない
(2)当システムの利用者層の大半は，洗濯をレジャー
の延長としてとらえ，肌着などを出すことにも大きな
抵抗を感じない若い層であった．
(3)長所として，「仕上がりが早い」「経済的｣，「気
分的に楽」が，主にあげられる．これらは，共働き家
庭に好都合であり，今後，集合住宅地などの施設計画
において，当システムが，考慮されるべきと思われる．
本稿は，第23回日本家政学会総会（1971）において，
口頭発表を行なったものをまとめたものである．
（1976年７月31日受理）
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